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細則１　業務執行体制及び担当業務

1． 会則第６条の組織及び執行役員は次図の通りとする。

　　　　　　　彩の国環境大学修了生の会業務執行体制（平成２3年5月２1日～）
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備考

　＊括弧内の数値は人数　　　　　　＊理事の人数は２２名程度以内


2． 上記体制の執行役員は、会長が理事会に諮り、理事会の議決を経て選任する。尚、執行役員は理事より選任することを基本とするが、会員の中から選任することを排除しない
　　２-２会長は会を円滑に運営するために会長の特命事案についてアドバイスするアドバイザーを会員の中から任命することができる、任期は特に定めず特命事案終了をもってアドバイザーを解任する。
　　　　アドバイザーの任命は理事会の議決を経て選任する
３．会長及び副会長は、各部・各部会・委員会の１つ以上を担当し、担当部門事業の推進等の相談、指導に当たる。

４．各部門の担当業務は、前年度実施状況をもとに総会議案書作成時に担当部門を定める。但し、年度途中で発生する業務等で担当部門が自明でないものは関係部門間で調整する。なお、必要な場合は代表理事が調整し、理事会に諮り決定する。

以上

（１～３項　平成２０年１２月度役員会、平成２２年６月度理事会　決議事項）
　　　　　 制定　H21,5,16

改定　H23,5,21
[image: image1]